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2．各施設における調査 

①国内 

1) あじさいネット 

（NPO 法人長崎地域医療連携ネットワークシステム協議会） 

平成 26 年 3月 14 日見学 

 

アレルギー情報を共有するにあたり、実

際の地域医療連携における取組みを調査

した。数多くある地域連携の取り組みの

中で成功例として有名なあじさいネット

を訪問し、その内容とアレルギー情報連

携について伺った。訪問日には大村市民

病院にて柴田真吾先生、大村市医師会館

において大村市医師会長小尾重厚先生と

むたクリニック牟田幹久先生にそれぞれ

ご説明頂いた。 

あじさいネットは言うまでもないが、地

域医療連携の成功例として全国各地から

多数の見学者を迎えている。各病院を

IPSec-VPN で結び、患者の同意のもと診療

情報を互いに利用できるサービスであり、

大村市を中心に長崎県の中核病院と医師

会とが協力して誕生した。サービス開始

は平成16年 10月、地域は長崎県長崎市、

諫早市、大村市、上五島町にまたがり、

会員数は着々と増加して 387 名、情報提

供病院数が 23 施設、情報閲覧施設は 222

施設で、登録患者数は 35042 名に上って

いる（2014 年 5月 7 日現在）。現在は富士

通を含む 3 社のベンダーによりネットワ

ークが構築されている。それにより、診

療所や薬局などの参加医療機関は異なる

中核病院の電子カルテ内の公開データを

自院の PC から閲覧できる。会員の満足度

が高いことに特徴があり、2007 年 11 月

に実施した診療所利用者向けアンケート

の結果によると、8割近くが「あじさいネ

ットが診療に役だっている」と回答、ま

た、9 割近くが「診療の質を向上させる」

と答えている。いずれの説明者も説明の

たびに、「この程度のことしかできません」

と仰っていたが、実際それで十分である

との強い思いを持たれていること、そう

でなければ自らの身の丈にあった規模で

維持していけないこと、そして長く続け

てこられた自負と愛情が感じられた。 

さて、実際に共有しているデータはそれ

ぞれの病院や診療所で行った検査や処方

をカテゴリごと表示されているので、そ

の内容を確認できるという内容が主であ

り、利用者としてはセキュアな環境で患

者さんの情報について担当医同士やりと

りが容易に交わせることが魅力のようで

あった。残念ながらアレルギー情報の共

有といった欄を設け、自動で連携してい

る訳ではなかった。今後、患者プロファ

イル情報の共有は地域連携において必要

になるであろうということで意見交換を

行った。 
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２) 静岡県薬剤師会 アレルギーカード 

 

第 33回医療情報学連合大会のパネルデ

ィスカッションで発表した際、フロアの

方より、アレルギー情報の共有について

静岡県薬剤師会の取り組みついて教えて

いただいた。中心となって活動している

桜ヶ丘病院薬剤部 藤谷憲一先生と連絡

をとり、アレルギーカードについて資料

をいただいた。了承のもと資料を提示す

る。 

 

自施設だけでなく他施設での薬物アレル

ギーや副作用の再発を防ぐことを目的に，

静岡県西部地域の病院薬剤師が中心とな

ってカードを作成。運用開始は 2000年か

ら 2007 年から県内全域まで広まった。

これまでに 5,000枚以上を配布している

とのこと。カードは大きさ縦 16.5cm・横

8.5cmで、三分の一のみ折るとお薬手帳

などにも挟め、旧保険証に入る大きさと

なる。三つ折にするとキャッシュカード

ほどの大きさである（図１）。カードには，

アレルギーや副作用の発現日，起因薬・

被疑薬（アレルギーの場合は食物を含む），

患者の症状，記入者の病院名などを書き

込むようになっている（図２）。実例を図

３に示す。薬剤のほか、副作用症状のグ

レードを評価して記入する。副作用症状

については 1992年に旧厚生省が通知し

た重症度分類基準に沿ってグレード 1～3

を記入するとともに，アレルギーなどで

陽性となった確認試験があれば試験名を

記入する形式にしているとのこと（図４）。

薬剤師から患者に手渡され，患者は他の

医療機関で診察を受ける際などにカード

を提示するという。カードを発行するに

は主治医の同意が必要で，薬剤師や看護

師がアレルギー・副作用症状に気づいた

場合もまずは医師に報告する（図５）。副

作用評価基準は、旧厚生省の基準が現在

ではあまり使われていないことから，

CTCAE（有害事象共通用語規準）への移

行を考慮しているとのこと。 

カードの記載内容に関しては、その精度

と信頼性に注意を払っていて、処方医や

処方提案する薬剤師にとって，薬剤を変

更すべきかどうかを判断できる具体的な

情報を提供することが重要と考えている。

記載された症状や起因薬・被疑薬が患者

の自己申告である場合は，情報の信憑性

をより慎重に判断する必要があるため、

カードに患者の申告である旨を記載する

ことにしている。より、カードを地域で

有効に活用するため、その運用の仕方や

記載方法を病院間で統一する目的でマニ

ュアルも作成、さらには勉強会やセミナ

ーも行っている。カード情報を解析し、

副作用抽出などの共同研究も行っている。 
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図２  
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図３ 

 

黄色の欄には、卵アレルギーの方に対する塩化リゾチーム製剤などを記入する。食品アレ

ルギーなどは自己申告が多く、備考欄には必ず自己申告と記入する。
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３）各ベンダー

 

各病院の見学やホスピタルショウなどの

展示を通じ、大規模病院に電子カルテを

納入しているベンダーのスタンダード機

能を評価した。ベンダー名や商品名など

はここではあえて言及しない。

 

病院ごとによって仕様は異なるというも

のの、総じて同じ傾向が見られた。具体

的には、造影剤やピリン系など薬剤チェ

ックリストを患者プロファイルに含め、

その欄をチェックすることでオーダー発

行時に警告が出せること、薬剤部による

マスタで相互作用する薬剤の情報を指定
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４）ミニマムデータ

 

東日本大震災をうけ、広域災害時に例

え病院情報システムが活用できない場合

でも医療が継続できるよう、患者自身が

最低限必要な情報を携帯する、または簡

便に利用できることが望ましいという考

えが広まりつつある。媒体としては

ード等の利用やクラウド上のサーバーに

よる保存などが考えられるが、その患者

情報の中身についても広く議論されてい

る。それがミニマムデータといわれてい

るもので、患者を特定する情報、特異的

情報、既往歴、直近の処方を含む現在の

治療情報などで構成される。こういった

項目の中に、アレルギー情報は含まれる

べきとの意見が多く、実装されている。

数多くの類似プロジェクトが進行してい

るが、

medica

というより救急現場における問題を解消

する意図から作成された。救急要請があ

った際、対象患者から病歴や通院歴、服

用している薬などの基本情報を聞き出す
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Society (HIMSS)

化を７段階で示し、その最高位

一 取 得 し た 。 そ の 他 、

HIMSS-Elsevier Digital Healthcare Award

受賞するなど国内外の評価が高い。

 対応をしていただいたのは、

准教授。彼女はシステム開発に携わっている。

まず上記に挙げた病院の取り組みや

取得したことなどの説明をしていただいた。そ

の後、院内カルテシステムと地域連携システム

に関して、実画面を見ながらレクチャーがあっ

た（残念ながら写真やスクリーンショットの許

可は得られなかった）

確かに院内のＩＴ化は発展していて、電子カ

ルテ自体も洗練されたイメージであった。アレ
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ている。電子カルテシステムにとどまらず、Ｐ
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でもどこでも患者診療記録を照会できる病院

2010 年には
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一 取 得 し た 。 そ の 他 、 2013 年 の

Elsevier Digital Healthcare Award

受賞するなど国内外の評価が高い。 

Soo young Yoo
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まず上記に挙げた病院の取り組みや Stage7

取得したことなどの説明をしていただいた。そ

の後、院内カルテシステムと地域連携システム

に関して、実画面を見ながらレクチャーがあっ

た（残念ながら写真やスクリーンショットの許

確かに院内のＩＴ化は発展していて、電子カ

ルテ自体も洗練されたイメージであった。アレ
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は国内最大手ベンダーと病院とで共同開発し

ている。電子カルテシステムにとどまらず、Ｐ

Ｃやモバイル端末などを駆使して医師がいつ

でもどこでも患者診療記録を照会できる病院

Healthcare 
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取得したことなどの説明をしていただいた。そ
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確かに院内のＩＴ化は発展していて、電子カ

ルテ自体も洗練されたイメージであった。アレ

ルギー情報への対応は、造影剤やピリン系など

の数種類の薬剤に対するチェックボックスが

あり、それにチェックを入れるとアラートを表

示するという極めて一般的なものである。また、

チェッ

テキストとして入力し、アラートは特に作動し

ないとのことであった。次に、地域連携のレベ

ルであるが、韓国内で情報共有という段階は

唐病院であっても実現できておらず、現在は

VPN

ペーパーレスでやりとりできるといったレベ

ルで、特に診療情報を共有するということは実

践されていなかった。彼女たちは国に働きかけ

て大きな予算を獲得し、自分たちのシステムを

国全体に広げていきたいと考えていた。アレル

ギー情報に関しても、将来はアラート等で活用

できるような仕組みが

ろＨＬ７で定められた範囲でのやり取りのた

め、薬剤名と重症度という内容以上の情報を含

める仕組みがないので致し方ないとコメント

していた。
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め、薬剤名と重症度という内容以上の情報を含

める仕組みがないので致し方ないとコメント
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２）ソウル峨山病院

平成 26

 

＜病院概要

・住所 ソウル市

・延面積…

・病床数…

・外来患者数…

・入院患者数…年

・救急患者数…年

・手術件数…年

 
現代グループ系アサン財団が運営している。

ソウル市内にあり、上記で示されるように多く

の患者を抱える。心疾患と臓器移植の分野で特

に評価が高く、狭心症へのステント留置術は年

間約 1,500 

（2007 年）、そのうち脳死症例は

臓移植は 25 

２）ソウル峨山病院

26 年 1 月 10 日見学

＜病院概要・・・病院ＨＰより

ソウル市 松坡區

・延面積…8万 5千坪 

・病床数…2,680病床 

・外来患者数… 一日 10809

・入院患者数…年 817,000

・救急患者数…年 104,000

・手術件数…年 58256

現代グループ系アサン財団が運営している。

ソウル市内にあり、上記で示されるように多く

の患者を抱える。心疾患と臓器移植の分野で特

に評価が高く、狭心症へのステント留置術は年

1,500 人、臓器移植症例数は

年）、そのうち脳死症例は

25 症例に達する。これらの分野では

２）ソウル峨山病院 Asan medical Center 

日見学 

・・・病院ＨＰより＞

松坡區 風納 2

 

 [東館(1,161 

10809人 

817,000人 / 日患者数

104,000人 

58256件 

現代グループ系アサン財団が運営している。

ソウル市内にあり、上記で示されるように多く

の患者を抱える。心疾患と臓器移植の分野で特

に評価が高く、狭心症へのステント留置術は年

人、臓器移植症例数は

年）、そのうち脳死症例は

症例に達する。これらの分野では

Asan medical Center 

＞ 

2洞 388-1, 

(1,161 床), 西館(712

日患者数 2,400

現代グループ系アサン財団が運営している。

ソウル市内にあり、上記で示されるように多く

の患者を抱える。心疾患と臓器移植の分野で特

に評価が高く、狭心症へのステント留置術は年

人、臓器移植症例数は 726 症例

年）、そのうち脳死症例は 82 症例で心

症例に達する。これらの分野では
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Asan medical Center 

 

(712床), 新

2,400人 

現代グループ系アサン財団が運営している。

ソウル市内にあり、上記で示されるように多く

の患者を抱える。心疾患と臓器移植の分野で特

に評価が高く、狭心症へのステント留置術は年

症例

症例で心

症例に達する。これらの分野では

海外からの研修希望者が常に待機しているほ

ど、技術面でも注目されているとのことである。

システムは病院独自で開発している。そのプロ

グラム開発を司る

の対応をしていただいた。先に見学をした盆唐

病院の方がシステムは優れていると謙遜して

いたが、上記に挙げるよう相当数の患者情報を

Asan medical Center  
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扱っており、優れたシステムであることは明

白である。しかしながら、アレルギー情報自体

はテキスト＋チェックボックスのみであり、研

究発表レベルでは単にアラートではなくプロ

テクト機能が働くことになっているが、実際の

ところはアラートレベルにとどまっていると

のことであった。現在のカルテに関する仕事の

中心は業務の効率化とユーザーのリクエスト

に応えることであり、実務者同士の共感を覚え

た。研究としては患者情報を匿名化してリアル

タイムにデータ処理ができる仕組みを関発し

たとのことでプレゼンを受けた。地域連携も
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